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＜審査結果の要旨＞  
 

１．主論文について 

本研究は転倒の発生機序として代表的な過渡動作である、座位から斜め前方への歩行開始 動作に

おける Side step(以下、SS)と Crossover step(以下、CS)の動作戦略を明らかにすることを目的と

した研究である。対象は若年者 19 名と高齢者 14 名とし、三次元動作解析装置と床反力計 を用い

て SS と CS を計測した。その結果、高齢群 SS で重心速度の減少が大きく、支持脚の股・ 膝伸展

モーメントは CS と高齢群の要因で小さく、膝内旋モーメントは CS と高齢群の要因 で大きいこと

が分かった。SS は若年群で支持脚の股・膝伸展モーメントが大きく速い移動に有利であり、高齢群

は進行方向への重心速度を減少させることで安定性に有利であった。CS は若年 群で支持脚の股・膝

伸展モーメントが小さく安定していたが、高齢群は支持脚の股伸展モ ーメントに加え膝内旋モーメ

ントがブレーキ作用に関与していた。高齢群は CS に困難さを 感じているが、日常的に CS を実施

しており、支持脚の膝関節の外旋の抑制や膝関節周囲筋 の強化の必要性が示唆された。 

研究方法、論証、論文の形式はいずれにおいても博士論文として適切であり、倫理的問題について

も研究倫理指針を良く順守した研究であった。 

本研究の新規性は斜め前方への STW に関して，矢状面（前後方向）のみでなく前額面（左右方向）

への Fluidity Index を算出・比較する点と，高齢群の STW におけるステップも計測している点に

ある。また、本研究の臨床的意義として、生活場面・臨床場面で多く行われる代表的な過渡動作であ

る STW のステップ動作を研究し高齢者の特徴を明らかにしており、転倒予防に貢献する研究であっ

たと高く評価できる。 

 

２．審査経過 

 12 月 10 日に審査会を開催し口頭試問を行った。口頭試問において適切に応答がなされていた。論

文の構成や文章の形式などについて修正が必要な個所が指摘され、論文の修正と再提出を求めた。12

月 24日に修正された論文が提出され、指摘事項について適切に修正された。 

 

３．合否 

 以上の結果から、審査会の審査員全員は本論文が著者に博士（保健医療学）の学位を授与するに十

分な価値があるものと認めた。 
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